










































資料 10。平成 15年度長野県健康づくり研究討論会2004年2月6日 (長野市),……50
資料 ■.コミュニティ・ケア 7(1)2005年1月Ⅲ…………… 54
資料 12.長野県看護大学特別研究発表会スライド 2003年月14日(駒ヶ根市).…58












































1)Nobuo Nag五,Yutd【a Nasu,Takiko Amenサa,Norko lkeda,Ka劉山ko
I▼ratsu重,Shgeyo Okuno,Yosh山o Kobayash,Masac hnura,Ъshiya
Nosaka, Samo Yamada : Interactおn be怖en ac ivation Яnd
eXpre88iOn of itronectin receptor n human cord blood NK cens.
Intematibnal Journal ofHemat010gy 76 supplement I,pp44,2002.
2)Sac的Yanada,Nobuo Na頭,Ъs嗚ユNosaka,S皿辟yo Okulo,
Takiko Amemサa,Nottb lkeda,Masae Tamura,Kazd』酌 Iwats岨,
Yos趾O Kobayashi, お己dkO Iwasaki : Erect ofコlammum exercises by
treadmtt on natural HLr ceus and natwal Httr oeus h adult healthy


















































































































































































































ールスケール (Pldadelphia gtthtric center momh scale)を大沢ら(1986)が改訂し
た 17項目の主観的QOL尺度を使用し、セルフエフィカシー (自己効力感)は坂野ら










平成 ■年の ■ 月に予備的検討を開始した際には、男性9名、女性 29名の参加者を
得、この方々を中心として、平成 12年より本格的に講座を開始した。
平成 12年には男性 10名、女性 25名、合計 35名の参加を得、後期には更に男性 2
名、女性 7名の合計 9名が加わった。
平成 13年には男性 8名、女性 23名が残留し、新たに男性 7名、女性 18名の合計
25名が参加することになった為、クラスを1つ増やし、従来の初心者クラス (年後 1
時半～2時半)に加えて、2時半～3時半に実施する、「シニア・クラス」を増設した。
そして後期には男性 3名、女性 7名が新たに参加した。平成 12年以降、毎年 4月から
開講される初心者講座参加者は、3月に実施される骨密度等測定会参加者に対して希望
を募る他に、既参加者の紹介によるものが圧倒的多数を占めた。
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Ⅳ EN ACTIVAT10N AND EXPRESSION
OF′VITRONECTIN RECEPTOR IN HUMAN CORD BL00D
NK CELLS





nking of CD2 molecules,we used
s, which were di∬erentiated in he
interaction betteen activatiOn and
田Ntt in humtt CB_NK cdに。
infomled consent.T celis and NK
pulsed with CD2 monoclonal tttibodies,and he expressiOn of cD25鯉押慈言s辮払itte,きま1 部首ぎ喘丞I脇:洲献iu潔::P紀i






MILL ON NATURAL KIL
KILLEtt T CELLS IN ADUL
ERAL BLOOD





NK cells and NKT cels h h―■
躍 °ttSttLと落晶t靴胤
absolute counts of PBL as well as i
increased aner the exeRIses. 'The
T cells and CD19+B celis were d
NK celis were increased aner he exe
counts of CD3~CD16+56+NK c
CD3+CD16+56+ NK celis we礎
percentages and he absolute counts
雷ぽ七識義賀腎勢畿〒雪:













































和彦  奥野 茂代

















































































































那須 裕 :、永井 伸夫】、田村 正枝 !、雨官 多喜子l、池田 紀
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O永井 伸夫,雨宮 多喜子,池田 紀子
岩崎 朗子,岩月 和彦, 奥野 茂代


















名 (Aグループ,男性 6名:平均 76.5±4.9歳,女性 16名:69.3±6.1歳)と,平成 13
年度に新たに開講したクラスのうちデータのそろっている23名(Bグ,レー プ,男性8名:
75。9±4.2歳,女性15名:73.6±3,0,鋤について検討した。運動は,室内温水プール(25m
× 1lm)を使用し,水温 31℃,室温 32℃,水深 90～100cmの条件で実施した。Aグ
ループは平成12年4月から平成14年3月まで,Bグループは平成13年4月から平成14
年 3月までの期間において,2日/月 (隔週水曜日),総運動時間 60分問/日で,計24
回/年の水中運動講座を実施した。水中運動プログラムの基本的構成は,準備運動 (10
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主観的―   (平均得趙 D) セルフ・エフィヵシー (平均得点遷D)


















































(ventticdar PEmatt cOnttcdOn i VPc)の発現
パターンなどを解析し,有効性と安全性に関す
る検討を行った。


















永井 伸夫  野坂 俊弥
雨宮多喜子  池田 紀子
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○永井 伸夫 池田 紀子 雨官 多喜子
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綴騒時間∞ 鋼 /日で,1韓可に計И 嘲
























































































およ軸 数の変化の一例        ,   張期 面lFともに上昇 して
(女性=開始時年齢 78歳=降圧剤服月)                いた。 しか し,約半年間
ヒトカt水の中で安静状態におかれると,水圧の  (12回)の実施により運動後の市F卜昇が抑え




が下がり,水中での運動時は,陸上運動に比べて   このような道度な運動により血圧が低下する機
的 低ゞくなり,運動後にlま拡帥 血圧が  序として,軽運動刺激により〕渤 らゝ心房性ナト







圧― を徐々にあたえるような配慮を必要とし,  ンについてlま軽度の運動ではほとんど分泌されな
また水中ウォーキングの開始直後の実施には充分  いことが報告されている (田中宏暁:― が
な注意を要するものと思われる。        血圧を下げる。酌翻る阻述虹 49:←li,
図lL高面lF席と診断された78歳(運動開  2003)。
始時)の女性の2年間の水中― 間における運   創 J度の決には一定期間おきに年Fロヨ計4回行い,
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那須 裕 Nasu Yutaka
長野県看護大学健康保健学
教授


















































































































































● 水中運動の参加者 こilまでの経過 表 1
水中運動とともに
に原↑E談の場となる




























































60  CoMMuNItt CARE 200S‐1
出央
離 捜ェ響瑞 軒盛 磐 蘊 学お隅 ζ/ロ
モー ションに関する研究0.平
の医師から、ぜひ始めるようにと励  が、3年後にはふらつきなく楽に昇
まされた経緯を持つ。高血序症や糖  降できる群に昇格している (表2)。
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Bグル プー ,長(9m) 体重00 体B防皐(9も)






























































(                                )
主観的中福B(平均得点とSD) セルフ・エフィカシー (平均得点士SD)
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